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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

木村研究室ではこれまでディスプレイの後ろ
に配置した場合の音像定位を検討してきた．前年
度は，映像を同時に提示した場合に腹話術効果に
よって音源が正しい位置に定位されることが示
された[1]．今年度は前年度の比較対象条件とし
て，音の再生方式に MVP 方式[2]を用いた場合に
どのような相違が生じるのかを検討する． 

2. 2. 2. 2. 視聴覚実験視聴覚実験視聴覚実験視聴覚実験    

2.1. 2.1. 2.1. 2.1. 実験環境実験環境実験環境実験環境    

吸音ブース内において 40 インチディスプレイ
（Philips：BDM404065UC/11）の上下に計 10 個の
スピーカを設置し（図 1），被験者をディスプレイ
から 75 cm 離れた 2 箇所（正面位置，側方位置）
に座らせた．その際，耳の高さがディスプレイの
中心の高さになるように調整した（図 2）． 

2222....2222. . . . 実験条件および手順実験条件および手順実験条件および手順実験条件および手順    

被験者は 8 人である．実験では視聴位置と音源
ごとに計 90 試行（＝音源位置 15 箇所×映像有無
2 種類×繰り返し 3 回）実施した．視聴位置，音
源，試行の提示順序は被験者ごとにランダマイズ
した．映像を提示する場合は音源の種類に応じて
スピーカ（白色雑音）とキャラクター（音声）の
映像を 15 箇所の音源位置から提示した．被験者
は 4 秒間音を聞いた後，4 秒間で聞こえた音の位
置を回答した． 

2222....3333. . . . 実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察    

図 3〜4 に回答位置の結果を示す．エラーバー
は 95%信頼区間を示す．区間内に提示位置がある

場合，提示位置を星形で示す． 

実験条件ごとの正答率を表 1 に示す．映像有無
においてフィッシャーの確率検定を行ったとこ
ろ，正答率に有意差が見られた．従って，MVP 方
式でも映像が有る時は腹話術効果がしっかりと
働き，映像がない時よりも正答率が良くなったと
いえる． 

しかしながら，図 3〜4 を見るとすべてにおい
て回答位置が中央方向に偏っている．これは映像
がある時でも音像定位が大きくずれていること
を示している．原因は二つ考えられ，一つは被験
者がディスプレイに近すぎたことで，もう一つは
映像が提示された際に被験者に映像を注視する
ように教示しなかったことが考えられる． 

3333. . . . まとめまとめまとめまとめ    

本研究では MVP 方式による音像定位を複数位
置において検討した．その結果，腹話術効果によ
り音源が提示された位置に近づくことが示され
たが，映像がある場合でもずれは大きく示された． 

今後は原因として考えられる二つの要因を除
去した際にどうなるのかを検討していく必要が
ある． 

図 1 ディスプレイとスピーカの位置 

図 2 ディスプレイと被験者の位置 

表 1 正答率 

音源 視聴位置 映像有 映像無 

白色 

雑音 

正面 0.7694 0.65 

側方 0.6194 0.5805 

音声 正面 0.7861 0.6416 

側方 0.6444 0.5611 
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図 3 正面位置の結果（左：白色雑音，右：音声，上：映像有，下：映像無） 

図 4 側方位置の結果（左：白色雑音，右：音声，上：映像有，下：映像無） 


